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概要 
本論文は、CIDECT Project 5BXの最初の中間報告から得られた結果に基づいている。本
研究は、亜鉛めっきの際に必要とされる管材の側面の穴が接合部の強度に及ぼす影響につ

いて評価することを目的としている。 
 
理論的には、接合部付近の穴は接合部の極限強度に影響を与える。この点を評価するため

に、管状トラスの最も一般的な結合部を選んだ。つまり、長方形の穴部分である。 
 
この研究は、数値シミュレーションと組み合わせた特定の K-jointについての試験からなる
実験研究を必要とする。亜鉛めっきトラスのある建造物を設計する際に、構造技術者が適

用できる実用的提案の基礎になることが期待できる。 
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